


今里 立神
　

今
里

集
落

の
ノ

ロ
神

は
オ

ム
ケ

、
オ

－
ホ

リ
の

祭
祀

を
立

神
に

向
か

い
 「

立
神

ミ
カ

タ
ノ

神
様

」
の

神
口

で
始

ま
り

ま
す

。
耕

地
の

少
な

い
今

里
集

落
で

は
明

治
～

昭
和

30
年

代
後

半
ま

で
紬

業
や

カ
ツ

オ
業

で
生

計
を

立
て

、
親

は
子

弟
教

育
に

力
を

注
ぎ

ま
し

た
。

子
ど

も
た

ち
は

向
学

心
に

燃
え

立
神

を
後

に
し

、
ふ

る
さ

と
を

離
れ

て
も

常
に

心
の

中
に

雄
大

な
立

神
を

想
い

な
が

ら
、

人
生

を
歩

ん
で

行
っ

た
と

言
い

ま
す

。
幾

万
年

の
昔

か
ら

集
落

を
見

守
り

続
け

た
立

神
は

、
今

里
集

落
と

共
に

生
き

て
き

ま
し

た
。

こ
れ

か
ら

も
集

落
の

守
り

神
で

あ
り

続
け

て
ほ

し
い

と
願

い
ま

す
。（

昭
和

46
年

）



大和浜集落
　

尾
神

山
か

ら
大

和
浜

集
落

を
望

む
風

景
。

戦
後

、
家

屋
が

茅
葺

き
か

ら
ト

タ
ン

屋
根

へ
と

変
わ

り
つ

つ
あ

る
時

代
で

す
。

車
も

ほ
と

ん
ど

な
く

、
歩

い
て

山
の

上
の

畑
ま

で
向

か
っ

た
苦

労
が

し
の

ば
れ

ま
す

。
写

真
中

央
に

写
る

思
勝

集
落

と
大

和
浜

集
落

を
結

ぶ
唯

一
の

橋
、「

大
和

橋
」

は
群

島
内

で
最

後
ま

で
残

っ
た

最
大

の
土

橋
で

す
。

昭
和

35
年

に
現

在
の

セ
メ

ン
ト

橋
が

出
来

る
ま

で
、

藩
政

時
代

か
ら

役
人

が
練

り
歩

い
て

い
た

と
伝

え
ら

れ
て

い
る

歴
史

あ
る

土
橋

で
も

あ
り

ま
す

。（
昭

和
32

年
・

桝
谷

正
直

氏
撮

影
）



ヒエン浜と阿山崎
　

大
和

村
で

一
番

長
い

浜
・

ヒ
エ

ン
浜

は
、

昭
和

49
年

に
国

直
海

岸
と

同
時

に
国

定
公

園
に

指
定

さ
れ

ま
し

た
。

東
シ

ナ
海

を
正

面
に

向
き

、
浜

の
先

端
は

阿
山

崎
へ

と
続

き
ま

す
。

引
き

潮
時

に
現

れ
る

ビ
－

チ
ロ

ッ
ク

は
、

数
万

年
の

年
月

を
経

て
形

成
さ

れ
た

も
の

で
、

そ
の

規
模

は
奄

美
大

島
で

一
番

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
浜

の
背

後
に

は
ア

ダ
ン

が
群

生
し

、
奄

美
で

も
数

少
な

い
自

然
の

ま
ま

の
海

岸
の

姿
を

現
在

ま
で

残
し

て
い

る
大

和
村

自
慢

の
浜

で
す

。（
昭

和
60

年
）



湯湾釜集落
　

湯
湾

釜
の

内
海

全
景

で
す

。
写

真
中

央
に

写
る

湯
湾

釜
児

童
公

園
の

跡
地

に
は

、
昭

和
56

年
に

ス
モ

モ
選

果
場

が
で

き
ま

し
た

。
か

つ
て

村
内

で
一

番
の

ス
モ

モ
出

荷
量

を
誇

っ
て

い
た

湯
湾

釜
集

落
。

現
在

で
は

、
村

内
全

域
で

ス
モ

モ
の

栽
培

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

。
写

真
の

右
奥

に
見

え
る

の
は

湯
湾

釜
地

区
製

糖
工

場
で

、
県

道
は

ま
だ

未
舗

装
で

す
。

こ
の

道
は

国
直

の
児

童
生

徒
が

朝
早

く
家

を
出

て
分

校
や

大
和

小
学

校
へ

通
っ

た
通

学
路

で
も

あ
り

、
こ

の
頃

か
ら

村
の

環
境

整
備

が
進

ん
で

行
き

ま
す

。（
昭

和
46

年
）



大棚集落
　

大
棚

集
落

の
全

景
。

大
和

村
の

ほ
ぼ

中
央

に
位

置
し

、か
つ

て
世

帯
数

、人
口

数
共

に
村

内
で

一
番

多
か

っ
た

集
落

で
す

。
平

成
9

年
よ

り
海

岸
の

埋
め

立
て

事
業

が
始

ま
り

、
港

の
整

備
や

住
宅

建
設

な
ど

変
貌

を
遂

げ
て

い
く

前
の

貴
重

な
全

景
写

真
で

す
。

こ
の

写
真

が
撮

影
さ

れ
た

前
年

か
ら

大
棚

港
湾

改
修

事
業

、
農

村
基

盤
整

備
事

業
が

始
ま

り
ま

し
た

。
そ

の
後

、学
校

建
設

や
診

療
所

の
改

築
等

が
あ

り
ま

し
た

。
平

成
10

年
に

は
待

望
の

毛
陣

ト
ン

ネ
ル

が
開

通
し

、住
民

の
生

活
基

盤
が

整
っ

て
き

ま
す

。（
昭

和
57

年
）



名音集落
　

 名
音

集
落

の
田

袋
で

す
。

こ
の

田
袋

を
見

る
と

、
以

前
は

当
た

り
前

の
よ

う
に

行
わ

れ
て

い
た

「
ユ

イ
ワ

ク
」

で
の

田
植

え
作

業
や

、
夏

休
み

に
入

っ
た

子
供

た
ち

が
稲

刈
り

の
作

業
を

手
伝

う
姿

が
あ

り
あ

り
と

目
に

浮
か

び
ま

す
。

し
か

し
、

こ
の

田
ん

ぼ
の

風
景

も
減

反
政

策
後

は
畑

へ
と

姿
を

変
え

て
い

き
ま

し
た

。
現

在
で

も
豊

富
な

水
量

を
誇

る
名

音
川

に
は

、
昭

和
31

年
に

村
営

の
水

力
発

電
所

が
設

置
さ

れ
、

長
ら

く
村

内
に

貴
重

な
電

力
を

提
供

し
て

き
ま

し
た

。
そ

の
建

設
に

あ
た

っ
て

は
、

ま
だ

重
機

な
ど

が
な

か
っ

た
時

代
で

大
変

な
苦

労
が

あ
っ

た
と

聞
き

ま
す

。
写

真
の

右
側

に
は

昭
和

32
年

に
建

設
さ

れ
た

名
音

小
学

校
で

す
。（

昭
和

35
年

）



志戸勘集落
　

古
い

時
代

は
「

シ
ジ

ョ
ワ

ン
」

と
呼

び
、

隣
の

今
里

集
落

と
は

兄
弟

島
と

し
て

生
き

て
き

た
志

戸
勘

集
落

。
写

真
の

右
側

の
耕

地
は

今
里

の
人

の
田

ん
ぼ

も
多

く
あ

り
、

昭
和

40
年

に
今

里
隧

道
が

開
通

す
る

ま
で

は
、

山
を

越
え

て
田

植
え

や
稲

刈
り

に
来

て
い

た
そ

う
で

す
。

目
の

前
の

海
に

は
サ

ン
ゴ

礁
が

広
が

り
、

海
藻

も
生

い
茂

っ
て

い
ま

し
た

。
ま

た
、

こ
の

海
藻

を
目

当
て

に
ジ

ュ
ゴ

ン
が

生
息

し
て

い
た

と
伝

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

豊
か

な
海

は
、

集
落

の
人

々
に

糧
を

与
え

、
生

活
す

る
上

で
欠

か
す

こ
と

の
で

き
な

い
存

在
だ

っ
た

こ
と

で
し

ょ
う

。（
昭

和
58

年
）



２
０

１
６

大
和

村
ふ

る
さ

と
カ

レ
ン

ダ
ー


